
 

2024 年 1月 15日リリース 

報道関係各位（取材のお願い） 

 

令和 6年・能登半島地震 復旧・復興支援 

「震度 7、大津波警報、寒い避難所生活」 

東日本大震災の経験を活かした支援を行いたい 

～被災経験から「一人ひとりに寄りそう」緊急期から中期の支援にむけて基金設立～ 

 

「Ｒ６能登半島地震・復興支援さなぶり基金」 
 

寄付募集開始 
 

公益財団法人地域創造基金さなぶり （所在地：宮城県仙台市、理事長：大滝精一）は、

「令和 6年能登半島地震」の復興支援として、13年前の東日本の経験をふまえ、3つの価値

を基にした、5つの取り組みを行う民間支援団体への資金支援（支援金の提供）を行うため

の基金を設置しましたのでご案内致します。 

 

1. 募集総額：1 億円 

2. 募集期間：2024 年 1 月 14 日〜2025 年 3 月 31 日 

3. 募集対象：支援に賛同する個人、法人、団体 

4. 事業趣旨 

＜価値＞ 

1) 「女性と子どもへ重点を置いた支援」 

2) 「息の長い支援」 

3) 「被災者一人ひとり」 

＜5 つの取組み＞ 

1) 避難所・避難先等における女性の悩みの相談と支援 

2) 子どもの遊び＆学びの支援 

3) 広域避難にかかる受入・孤立防止活動への支援 

4) 復旧・復興コーディネーター人材の派遣（災害ケースマネジメントに対応した人材） 

5) 「小さな仕事」づくり（生業・生きがいづくり）の支援 

 

https://www.sanaburifund.org/shien/donation/r6ndfund.html 

 

 
報道関係者からの問合せ 

公益財団法人 地域創造基金さなぶり 担当：鈴木（携帯：080-8305-1475） 

TEL:022－748－7283  FAX:022-748－7284  Email:notorf@sanaburifund.org 

お問い合わせ：月曜日～金曜日（祝祭日を除く） 9：00 ～ 18：00  担当：鈴木 
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「今すぐ逃げてください！東日本大震災を思い出してください！」 

元旦の能登半島を襲った震度 7の地震、大津波警報を伝える NHK のアナウンサーが絶叫し

ていた言葉です。 

 

今回の能登半島地震の発生から 2週間が経過し、様々な被害の実態が明らかになり、震度

7の地震と頻発する余震、最大で 5Mを超える津波被害が起きた地域、雪が積もる寒さの中、

水や食べ物、入浴や着替え等がままならない避難所生活の過酷な状況が伝えられています。

そして、ようやく避難所から 2次避難所の展開が伝えられており、新たな避難先での孤立状

態を防ぐなどの追加的な対応の必要性が指摘されています。 

 

私共は、東日本大震災後の 2011 年 6月 20日に宮城県仙台市を拠点に設立された公益財団

法人で、宮城県・東北そして全国において頻発する災害からの復旧・復興を支援する活動な

どに助成を行ってきました。 

 

我々の経験から、この規模の災害が起こった後の「長期化・広域化」という長い道のりが

あることを身に染みて感じています。今回の地震による被災地域の状況が、13年前に我々宮

城県をはじめとする岩手県、福島県が直面した状況と重なるからです。発災 1週間たって

も、道路の寸断、ライフラインや情報が途絶し、水や食べ物、入浴も着替えもままならな

い、一縷の望みをもって助けを待っていたあの最初の 1週間。我々被災 3県が国内外の多く

の方々の支援をうけてようやく命をつないだ、そんな経験と重なる状況を今、能登半島地域

において目の当たりにしています。そして、東日本大震災の際にも、災害前の居住地から県

内の他地域への転居、県外の他地域への転居が起こり、多くの孤立防止を図る取組みが展開

されてきました。 

 

現在、既に様々な支援を呼びかける取組みが進んでいます。そのなかで、13年前の東日本

の経験から、特に取り組みたい支援は、「女性と子どもへ重点を置いた支援」＋「息の長い

支援」＋「被災者一人ひとり」という 3つの価値を基にした、以下の 5つの取り組みへの資

金支援です。 

 

1) 避難所・避難先等における女性の悩みの相談と支援 

2) 子どもの遊び＆学びの支援 

3) 広域避難にかかる受入・孤立防止活動への支援 

4) 復旧・復興コーディネーター人材の派遣（災害ケースマネジメントに対応した人材） 

5) 「小さな仕事」づくり（生業・生きがいづくり）の支援 

 

公益財団法人 地域創造基金さなぶりは 2011 年 6 月 20 日に宮城県仙台市を拠点に、せんだ

い・みやぎ NPO センターを母体に設立され、2024 年 6 月で丸 13 年間にわたる東日本大震災とそ

の他の大規模災害において、資金提供や特に 2016 年に発災した熊本地震においては復興支援に

かかる人材育成事業と資金提供を行うというノウハウ移転の事業を展開し、研修の要旨は冊子化

されています。 
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想定される使途： 

・ 上記の 1～5 のテーマに関連する民間の支援団体の活動費として資金支援します。 

① 東日本大震災等を含め、大規模自然災害への復旧・復興支援の経験のある組織 

② 「令和 6 年能登半島地震」の被災地に拠点があり、上記 5 つのテーマに関連した取組

みをする組織 

 

選考 

・ 独立した第 3 者で構成される審査会において審査します。 

 

その他 

・ 効果的な資金支援の審査、申請・助成先団体へのフォロー、寄付者の皆様への報告等を

含め、本事業の運営費として 15％を受領します。 

※クレジットカード寄付にかかる決済手数料は上記に含まれます。 

（※銀行振込、郵便振替に関しては、振込手数料のご負担をお願い致します。） 

 

 

＜地域創造基金さなぶり＞ 

未曾有の東日本大震災の発生を一つの契機として、2011 年 6月 20日に設立されました。震

災復興と復興にとどまらない市民活動等への支援性資金の受け皿となり、支援をしたい団体・

企業等と、支援を受けたい NPO 等の活動をつなぐ仲介型のコミュニティ財団です。東北初の

コミュニティ財団として、地域の復興を願う人々の想いや願いとともに、次なるまちの暮ら

しを創造していくために、各種事業（資金助成等）を実施し、地域社会の発展に貢献していき

ます。東日本大震災の他、2016 年熊本地震その他への資金支援を実施しています。 

 

以上 


